
2015
185号

2月25日発行

梅林園（鹿沼市花木センター）梅林園（鹿沼市花木センター）

市政を問う
議会からあなたへ

市議会を傍聴しませんか？

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は
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市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

本
会
議
、
委
員
会
は
、
原
則
公
開
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お仕事や、学校で議場に
来られない方でも…

定例会の模様を映像で
ご覧いただけます。

本会議は、議会棟で開催しています。
開催日時、日程は鹿沼市ホームページでご確認く
ださい。
ご不明な点があれば議会事務局（☎0289－63－220
3) へお問い合わせください。

入り口前の受付で、傍聴者
名簿に住所、氏名を記入し
て、傍聴席へお進みくださ
い。
議案質疑、市政一般質問が
行われる日には、参考資料
として「発言順序表」をお
渡ししています。

定員は44人です。定員は44人です。
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お仕事や、学校で議場に
来られない方でも…

お仕事や、学校で議場に
来られない方でも…

定例会の模様を映像で
ご覧いただけます。
定例会の模様を映像で
ご覧いただけます。

音が聴き取り難い方に、ヘッド
ホンの貸し出しをしています。
ご希望の方は、傍聴受付の際に
お申し出ください。
議会棟はバリアフリーの建物で
はありません。お体の不自由な
方、高齢の方など、介助が必要
な方は、職員がお手伝いします
ので事前にご連絡ください。

鹿沼市議会傍聴規則により傍聴の際に
は次の事項をお守りください。
○傍聴席から議場に入ることはできません。
○議場での言論に対し、拍手その他の方法で可
否を表明しないこと。

○発言、歌唱、高笑いなどで騒がないでください。
○はち巻、腕章などは着用できません。
○ビラなどの配布はできません。
○帽子、コート類、えり巻きなどは着用できませ
ん。（ただし病気その他の理由で議長の許可を
得た場合は可）

○飲食、喫煙はできません。
○写真の撮影、録画、録音はできません。（ただし
特に議長の許可を得た場合は可）

○携帯電話は使用できません。（必ず電源をお
切りください。）

○以上のほか、議場の秩序を乱したり会議の妨
害となるような行為をしないでください。

○係員の指示があった時は、これに従ってくださ
い。

傍
聴
は
市
議
会
活
動
に
触
れ
る
最
も
身

近
な
方
法
で
す
。
市
政
の
方
針
や
、
市

民
の
皆
様
の
生
活
に
直
接
関
わ
る
重
要

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
が
選
ん
だ
議
員

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定員は44人です。

市役所本館 1階ロビー奥が
傍聴席入口です。（直進してください。）

鹿沼市議会議長
大貫武男

※委員会の傍聴は定員5名（うち2名は記者）で、
　先着順です。

スマートフォンで
お手軽に！！

YOUTUBEで
録画配信を
しています。

鹿沼ケーブルテレビで
中継（再放送有り）
をしています。
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市
政
を

問
う

12月定例会で11人が登壇
鹿沼市政について質問をしました

12/9～11
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

国
の
補
助
事
業
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
住
宅
等
推
進
事
業
」
の
よ
う

な
効
果
を
市
の
既
存
の
事
業
を
強
化

す
る
こ
と
で
実
現
で
き
な
い
か
伺
う
。

木
造
、
木
質
化
の
良
さ
を
更

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
「
鹿
沼
市
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
は
、
住
ま
い
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
住
宅

の
推
進
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

地
場
産
材
、
木
工
技
術
の
活
用
や
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
の
推
進
等
の
住

宅
施
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
は
、
介
護

保
険
制
度
に
お
け
る
住
宅
改
修
以
外

の
工
事
は
、
市
内
業
者
の
施
工
で
事

業
費
が　

万
円
以
上
の
場
合
、
鹿
沼

20

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
補

助
が
利
用
で
き
ま
す
。
住
宅
断
熱
改

修
、
住
宅
内
装
材
の
木
質
化
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。
平
成
４
年
度
よ
り

木
造
建
築
物
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

今
回
か
ら
は
増
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
も

応
募
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
平
成　
24

年
に
は
「
鹿
沼
市
公
共
施
設
木
造
・

木
質
化
基
本
方
針
」
を
県
内
最
初
に

策
定
し
、
公
共
施
設
の
木
造
利
用
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

み
に
よ
り
住
宅
の
木
質
化
で
感
じ
る

温
も
り
、
安
ら
ぎ
と
い
っ
た
住
環
境

の
快
適
さ
を
市
民
に
向
け
て
更
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

健
康
・
省
エ
ネ
住
宅

健
康
・
省
エ
ネ
住
宅
のの

推
進
に
つ
い
て
伺

推
進
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

「スマートウェルネス住宅等推進モデル事業」とは

高齢者、障害者、子育て世帯等の多様な
世代が交流し、安心して健康に暮らすこと
ができる「スマートウェルネス住宅」を実現す
るため、サービス付き高齢者向け住宅の整
備、住宅団地等における併設施設の整備、
高齢者、障害者、子育て世帯の居住の安
定確保・健康維持増進に係る先導的な住
まいづくりの取組みを支援する事業です。
事業の提案を公募し、予算の範囲内にお
いて、国が事業の実施に要する費用の一
部を補助するものです。

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）



（５） ２０１５　１８５号

質　
　

問

　

学
校
開
放
事
業
に
よ
る
体
育
館
、

校
庭
の
利
用
実
績
、
粟
野
第
1
小
学

校
仮
校
舎
と
し
て
の
利
用
終
了
後
も
、

同
じ
よ
う
に
使
用
で
き
る
の
か
伺
う
。

今
後
も
借
用
で
き
る
よ
う
栃

木
県
に
要
望
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
粟
野
第
１

25

小
学
校
（
旧
栃
木
県
立
粟
野
高
等
学

校
）
の
利
用
実
績
は
、
体
育
館
が　
79

日
、
延
べ　

人
（
使
用
料
の
徴
収
な

1358

し
）、
校
庭
が　

日
、
延
べ　

人
（
使

223

7667

用
料
1
万
3
千
円
）
で
し
た
。
維
持

管
理
費
は
、
管
理
人
謝
礼
と
し
て　
25

万
1
千　

円
、
電
気
料
は
清
洲
コ

100

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
も
と

に
試
算
し
た
場
合
、
約　

万
円
と
な

170

り
ま
す
。

　

栃
木
県
に
よ
る
旧
栃
木
県
立
粟
野

高
等
学
校
の
活
用
が
決
定
す
る
ま
で
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
利
用
の
た
め
、

可
能
な
か
ぎ
り
引
き
続
き
体
育
館
と

校
庭
を
借
用
で
き
る
よ
う
栃
木
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
施

設
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
当

然
鹿
沼
市
の
負
担
と
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
旧
栃
木
県
立
粟
野
高
等

学
校
が
栃
木
県
か
ら
借
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
学
校
体
育
施
設
開

放
事
業
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
利
用
者
に

不
便
を
来
さ
な
い
よ
う
に
適
切
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

旧
県
立
粟
野
高
等
学
校
の

学
校
開
放
事
業
に
つ
い
て
伺
う

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

市
民
の
健
康
づ
く
り

市
民
の
健
康
づ
く
り
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検

診
）
の
導
入
時
期
、
内
容
を
示
せ
。

平
成　

年
度
か
ら
の
導
入
に

27

向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
平
成　

年
度
か
ら
の
導
入
に

27

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
検
診
は
、
採
血
に
よ
る
血
液
検
査

で
胃
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
と
い
わ
れ

る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
や
胃
の
粘

膜
の
萎
縮
度
を
診
断
し
、
発
症
リ
ス

ク
の
高
い
人
に
は
ピ
ロ
リ
菌
の
除
去

や
定
期
的
な
精
密
検
査
を
勧
め
、
が

ん
発
生
の
予
防
を
図
る
た
め
の
も
の

で
す
。
胃
が
ん
そ
の
も
の
を
発
見
す

る
検
診
で
は
な
い
の
で
、
胃
が
ん
、

胃
潰
瘍
を
見
逃
す
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
胃
が
ん
の
可
能
性
が
低
い

と
判
定
さ
れ
て
も
が
ん
が
発
見
さ
れ

た
事
例
も
あ
る
た
め
、
従
来
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
と
併
せ
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
検
診
の
受
診
率

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

40

70

5
歳
刻
み
の
方
と　

歳
の
方
で
1
人

74

１
回
の
受
診
機
会
と
し
、
受
診
者
の

自
己
負
担
は
２
千
円
程
度
と
考
え
て

い
ま
す
。
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
導

入
に
は
、
事
後
指
導
が
重
要
な
の
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
、
上
都
賀

郡
市
南
部
地
区
医
師
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

質　
　

問

▲旧栃木県立粟野高等学校

答　
　

弁
（
市
長
）

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）とは

血液検査でヘリコバクターピロリ菌感
染の有無と血清ペプシノゲン値によ
る胃の萎縮度（老化度）の２点を測
定し、どのくらい胃がんにかかりやす
いやすい状態にあるかを判定する検
査です。判定により胃疾患にかかるリ
スクをＡからＤに分類し、リスクに応
じた対処方法によって、胃がん発生
を予防し早期発見につなげます。胃
がんリスク検診は胃がんそのものを
見つける検査ではありません。
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質　
　

問

　

道
路
上
の
除
雪
に
関
し
て
市
と
地

域
住
民
と
の
連
携
・
協
働
作
業
等
の

実
施
の
考
え
は
あ
る
か
。

自
主
防
災
会
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

市
道
の
除
雪
作
業
は
幹
線
道
路
の

う
ち
勾
配
の
急
な
箇
所
や
橋
梁
部
等

を
中
心
に
市
内
の
業
者
に
除
雪
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
の
業

者
数
、
重
機
保
有
数
の
減
少
で
迅
速

な
作
業
が
難
し
い
状
況
で
す
。
市
民

と
除
雪
の
協
働
作
業
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
一
般
交
通
車
輌
の
誘
導
、

重
機
の
管
理
、
作
業
員
の
習
熟
度
、

ま
た
道
路
上
の
障
害
物
が
確
認
で
き

な
い
状
況
で
の
作
業
と
な
り
危
険
を

伴
う
こ
と
な
ど
か
ら
難
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
生
活
道
路
、
歩
道
の
除
雪

等
に
つ
い
て
は
融
雪
剤
の
配
布
、
散

布
等
を
含
め
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
協

力
と
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

近
年
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
平
成　

年
2
月
の
大

26

雪
も
想
像
以
上
に
広
い
範
囲
に
影
響

が
及
び
、
対
応
に
か
な
り
の
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
地
域
に
お

け
る
自
主
防
災
会
の
活
動
が
最
も
重

要
と
考
え
、「
鹿
沼
市
自
主
防
災
資

機
材
等
支
給
事
業
」
の
積
極
的
な
活

用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

大
雪
災
害
、
減
災
対
策
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

鹿
沼
市
で
の
取
り
組
み
の
成
果
、

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

板
荷
小
学
校
、
中
学
校
で
実

証
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

25

26

２
年
間
、
板
荷
小
学
校
、
板
荷
中
学

校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
小
中
一
貫
教

育
の
実
証
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
践

結
果
や
、
保
護
者
、
地
域
、
児
童
生

徒
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
検
証
し
、
今
年
度

中
に
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。
校

長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
の
で
素
晴
ら
し
い
成
果
が
あ
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
校

事
業
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
の
枠

組
み
の
中
で
、
小
学
校
の
児
童
が
一

つ
の
中
学
校
に
全
入
し
て
い
く
と
い

う
条
件
の
も
と
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
で
は
９
年
間
を
通
じ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
持
つ
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

2
0
1
6
年
度
に
も
制
度
化
し
て
い

く
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
本
市
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
実

施
や
、
あ
り
方
を
含
め
国
の
動
向
に

十
分
留
意
し
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
板
荷
小
中
学
校
の

成
果
を
も
と
に
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

船船船船船船船船船船船 生　哲夫 議員

小
・
中
・
一
貫
教
育
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲融雪剤の配布等を行っています。

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

答　
　

弁
（
教
育
長
）

▲小中合同大運動会

▲小中合同あいさつ運動



（７） ２０１５　１８５号

質　
　

問

　

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
古

202

峯
原
宮
通
り
は
栃
木
県
が
主
体
で
現

在
上
野
町
の
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
か
ら
鹿

沼
環
状
線
ま
で
の
区
間
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
沼
環
状
線
か
ら

宇
都
宮
市
と
の
市
境
ま
で
の
区
間
は
、

現
在
道
路
設
計
を
し
て
お
り
、
鹿
沼

環
状
線
か
ら
東
側　

ｍ
を
優
先
区
間

960

に
位
置
付
け
、
平
成　

年
度
か
ら
用

27

地
取
得
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

東
口
都
市
計
画
道
路
は
鹿
沼
駅
東

通
り
（
国
道　

号
線
ま
で
南
北
に
走

293

る
３
・
４
・　

号
）鹿
沼
駅
裏
通
り（
鹿

211

沼
駅
東
通
り
か
ら
鹿
沼
駅
東
口
駅
前

広
場
に
至
る
３
・
４
・　

号
）
の
２

207

路
線
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
沼

駅
東
通
り
は
栃
木
県
で
施
工
中
の
古

峰
原
宮
通
り
か
ら
市
道　

号
線
ま
で

5009

の　

ｍ
区
間
（
第
1
工
区
）
に
つ
い

140
て
、
本
年
度
は
道
路
築
造
工
事
を
実

施
し
、
来
年
度
は
舗
装
工
事
を
含
め

て
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
鹿
沼

駅
東
通
り
の
第
１
工
区
の
北
側　

ｍ
900

と
及
び
鹿
沼
駅
裏
通
り
の
延
長　

ｍ
110

に
つ
い
て
は
事
業
説
明
会
を
終
了
し
、

現
地
測
量
に
入
る
こ
と
の
了
解
を
得

て
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
道
路
設
計
の
発
注
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 松　英夫 議員

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口
のの

整
備
に
つ
い
て
伺

整
備
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

河
川
敷
利
用
の
オ
ー
プ
ン
化
等
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
西
北
部
地
域
に
は
、
各
沢

ご
と
に
豊
か
な
自
然
環
境
や
独
自
の

歴
史
文
化
が
あ
り
、
地
域
ご
と
の
資

源
と
様
々
な
体
験
事
業
を
結
び
つ
け

る
こ
と
で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
と
環
境
省
の
推
進
す
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
融
合
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
都
会
に
は
、
潜
在

的
に
農
作
業
等
を
体
験
し
た
い
と
思

う
人
が
た
く
さ
ん
お
り
、
一
方
地
方

で
は
利
用
可
能
な
多
く
の
資
源
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
結
び

つ
け
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

河
川
敷
利
用
の
オ
ー
プ
ン
化
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
鹿
沼

市
で
は
、
大
芦
川
等
の
清
流
に
多
く

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
地
元
で
は
ご
み
の
放
置
や
迷

惑
駐
車
等
、
来
訪
者
の
マ
ナ
ー
の
悪

さ
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
す
ば
ら
し
い
自

然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
河
川
敷
利

用
の
オ
ー
プ
ン
化
や
河
川
周
辺
の
遊

休
地
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

西
北
部
地
域
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲大芦川の清流

グリーンツーリズム、エコツーリズムとは

（グリーンツーリズム）都会の住民が農山
村に滞在し，自然や文化を体験する旅行
の形態。ヨーロッパ諸国で1970年代以
降普及し，都市と農村の交流，農村地
域の収入増加などに成果を上げている。
（エコツーリズム）観光や旅行を通じて自
然保護や環境保全への理解を深めようと
いう考え方。自然や文化等の地域資源の
健全な存続と，観光業の成功および地
域の経済振興を図ることの両立を目指す。

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

▲工事が進む鹿沼駅東通り



（８）２０１５　１８５号

質　
　

問

　

外
部
指
導
者
が
担
う
役
割
、
必
要

性
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

外
部
指
導
者
の
協
力
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

外
部
指
導
者
の
招
へ
い
は
、
国
が

示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
各

学
校
か
ら
指
導
者
本
人
に
依
頼
し
、

教
育
目
標
、
経
営
方
針
を
理
解
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
専
門
的
な
指
導
に

加
え
、
部
活
動
を
通
し
た
人
間
形
成

の
た
め
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
外
部
指
導
者
に
は
次
の
３
つ
の

役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

①
競
技
の
特
性
を
熟
知
し
た
活
動
に

よ
る
生
徒
の
安
全
確
保
②
よ
り
専
門

的
な
指
導
に
よ
る
競
技
力
向
上
と
部

活
動
の
活
性
化
③
生
徒
の
自
主
性
、

自
立
性
、
協
調
性
、
責
任
感
、
連
帯

感
等
の
一
層
の
高
ま
り

生
徒
の
部
活
動
環
境
の
充
実
、
教
師

の
不
安
感
や
多
忙
感
の
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
鹿
沼
市
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
人
づ
く
り
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
重
要

と
明
記
さ
れ
、
子
ど
も
は
地
域
で
育

ち
、
地
域
で
育
て
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
学
校
は
地
域
の
人
材
、
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
に
根
差

し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
部
活
動
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
の
効
率
化
、

簡
素
化
を
進
め
、
公
平
か
つ
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
が
、
鹿
沼

市
の
住
民
基
本
台
帳
業
務
の
対
応
、

住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
業
務
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
へ
の
対
応
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
表
面
に
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
性
別
・
写
真
、
裏
面
に
個

人
番
号
等
の
記
載
や
電
子
証
明
書
が

記
録
さ
れ
る
ほ
か
、
地
方
自
治
体
が

条
例
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
印
鑑

登
録
証
等
と
し
て
も
利
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
既
存
の
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
整
備
改
修

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
つ
い
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
活
用
し
、
平
成　

年
2
月
か
ら
実

28

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
証
明
書
は
、
住
民
票
の
写
し

と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
２
種
類
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
市
内　

カ
所
及
び

34

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　

月　

日
か
ら
1
月
3
日
を
除
く
午

12

29

前
6
時
半
か
ら
午
後　

時
ま
で
利
用

11

で
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
及
び
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

　

「マイナンバー制度」とは

行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関す
る法律（平成２５年法律第２７号）に
基づく制度のこと。制度は、税負
担の公平化、社会保障給付の適正
化等を目的としており、主に税、
社会保障及び防災の分野において
導入されます。平成２７年１０月から
国民一人一人に個人番号が付番さ
れ、平成２８年１月から各種の申請
手続において個人番号や特定個人

情報（個人番号を含む個人情報）
が活用されていくことになります。
番号制度の導入により、本人確認
や行政機関等の間における情報連
携が容易になることから、これま
での手続で必要とされた添付書類
等が不要となり、より簡便に手続
を行えるようになります。

答　
　

弁
（
教
育
長
）

市内中学校の部活動における
外部指導者数

４人栃木県登録の
外部指導者

１０人その他の外部指導者

１４人合計

※１週間あたり１～５日程度の活動を
しています。



（９） ２０１５　１８５号

質　
　

問

　

ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
の
中
で
、
体
罰

の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
が
、
鹿
沼
市
の
現
状
や
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

体
罰
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
体
罰
に
つ
い
て
の
現

状
や
対
応
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
で
は
、
体
罰
に
つ
い
て
、
教
員
等

が
児
童
生
徒
に
対
し
て
行
っ
た
懲
戒

の
行
為
が
体
罰
に
当
た
る
か
ど
う
か

は
、
当
該
児
童
生
徒
の
年
齢
、
健
康
、

心
身
の
発
達
状
況
、
当
該
行
為
が
行

わ
れ
た
場
所
的
及
び
時
間
的
環
境
、

懲
戒
の
様
態
等
の
諸
条
件
を
総
合
的

に
考
え
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
体
罰
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
体
罰
と
思

わ
れ
る
事
案
は
１
校
で
発
生
し
て
お

り
、
栃
木
県
と
も
協
議
の
上
対
処
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
体
罰
に
つ
い
て
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
厳
正

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
校
長
会
等

の
機
会
を
と
ら
え
、
十
分
に
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
と

鹿
沼
市
の
新
し
い

成
長
戦
略
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

「
ト
イ
レ
が
汚
い
、
暗
い
」
と
い
う

市
民
か
ら
の
苦
情
は
非
常
に
残
念
に

思
う
。
市
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
改
善
策
を
示
せ
。

計
画
的
な
維
持
補
修
に
努

め
ま
す
。

　

鹿
沼
運
動
公
園
の
ト
イ
レ
は
、　
13

カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
が
建
設
後　

年
以
上
経
過
し
て
お

35

り
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
構
造
的
に
も
採
光
が
十

分
で
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

清
掃
は
委
託
し
て
お
り
管
理
棟
等
の

主
要
施
設
は
ほ
ぼ
毎
日
清
掃
し
ま
す

が
、
屋
外
施
設
は
週
2
回
か
ら
3
回

ほ
ど
で
す
。
大
会
等
が
開
催
さ
れ
る

前
後
に
は
必
ず
清
掃
を
実
施
し
、
市

民
か
ら
の
苦
情
に
は
指
定
管
理
者
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
脇
の
ト
イ
レ
の
配
管
に
漏
水

が
あ
っ
た
た
め
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

台
の
原
野
球
場
の
ト
イ
レ
は
週
5
回
、

児
子
沼
公
園
の
ト
イ
レ
は
週
2
回
の

清
掃
を
委
託
し
て
お
り
、
苦
情
に
は

指
定
管
理
者
が
速
や
か
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
古
い
ト
イ
レ
が
多
い
の

で
、
集
約
化
を
含
め
計
画
的
な
維

持
・
補
修
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
明
か
り
対
策
と
し

て
は
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

公
園
内
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

▲鹿沼運動公園の屋外トイレ

答　
　

弁
（
市
長
）



（１０）２０１５　１８５号

市長提出議案３２件が提出されました。
議員数25名、表決参加議員数24名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

賛否の分かれた議案

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男･冨久田耕平
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅・小川清正
【未来クラブ】小島実・湯澤英之
【日本共産党】芳田利雄

反
対

【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【鹿正会】佐藤誠
【無所属】鰕原一男

全議員が賛成した議案

可決可決
賛成2

0名

反対  
4名賛成2
0名

反対  
4名

専
決
処
分
事
項

議案８５　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算（第３号）
補正額を３千３００万円の増とし、予算総額を４２７億４３７７万６千
円とするものです。（１３ページをご覧ください。）

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

議案９９　鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例等の一部改正

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市議会議員並び
に市長及び副市長の期末手当の額を引き上げるとともに、一般職の職
員の給料表及び勤勉手当の額を引き上げるためのものです。

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【鹿正会】佐藤誠・筧則男・赤坂日出男・塩入佳子
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男･冨久田耕平
【未来】舘野裕昭・小島実・湯澤英之・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【民主党】大貫毅・小川清正
【無所属】鰕原一男

反
対 【日本共産党】芳田利雄

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名

議案106　鹿沼市国民健康保険条例の一部改正
　地方税法施行令の一部改正に伴い、後期高齢者支援金等賦課限度額
及び介護納付金賦課限度額を引き上げるためのものです。

平
成　

年
度
補
正
予
算

２６
議案８６　平成26年度鹿沼市一般会計補正予算（第4号）
補正額を３億１,８７２万円の増とし、予算総額を４３０億６,２４９万６
千円とするものです。（１３ページをご覧ください。）

平
成　

年
度
補
正
予
算

２６

議案８７　平成２６年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
補正予算（第２号）

歳入については、国庫支出金、繰入金、市債の増減額を計上し、
歳出については、下水道事務所管理費、管渠建設事業費、終末
処理場建設事業費等の増減額を計上したもので、補正額を
２,９８０万１千円の減額とし、予算総額を２５億７,１１９万９千円とす
るものです。

議案８８　平成２６年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補
正予算（第２号）

歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、簡
易水道施設管理費、簡易水道建設事業費等の増減額を計上し
たもので、補正額を６５４万８千円の増とし、予算総額を３億１４
万８千円とするものです。
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平
成　

年
度
補
正
予
算

26

議案８９　平成２６年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計補正予算（第２号）

歳入については、市場使用料、繰入金、電気料収入の増減額を
計上し、歳出については、これを公設地方卸売市場施設維持管
理費に計上したもので、補正額を６３万３千円の増とし、予算総
額を２,１７１万７千円とするものです

議案９０　平成２６年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入については、保険料、繰入金の増減額を計上し、歳出につ
いては、介護保険事務費、介護認定調査員事務費の増額を計上
したもので、補正額を７４万円の増とし、予算総額を７３億３,５６３
万９千円とするものです。

議案９１　平成２６年度鹿沼市水道事業会計補正予算（第
２号）

収益的支出において、支出総額を７４０万円増額補正するもので
す。

そ
の
他

議案９２　新市建設計画の変更
計画期間を平成３２年度までに延長することにより、合併特例
債を有効に活用し、新市の振興発展に資するためのものです。

議案９３　指定管理者の指定
出会いの森総合公園及び出会いの森親水公園の指定管理者と
して、特定非営利活動法人出会いの森管理協会を指定するた
めのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案９８　鹿沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例及び鹿沼市福祉事務
所設置条例の一部改正

母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴い、母子自立支援員の名
称を母子・父子自立支援員に改めるとともに、引用する同法の
題名を改めるものです。

議案１０１　鹿沼市立学校の設置に関する条例の一部改
正

粟野第１小学校の名称を、粟野小学校に改めるものです。（１３
ページをご覧ください。）

議案１０４　鹿沼市立小中学校施設の開放に関する条例
の一部改正

合併前の粟野町の区域における開放施設の使用料を、合併後
の本市の区域の使用料に統一するためのものです。

議案１０５　鹿沼市国民健康保険条例の一部改正
健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産一時金の額を引き
上げるためのものです。

議案１０７　鹿沼市介護保険サービスの事業に関する基
準等を定める条例の一部改正

介護保険法の一部改正に伴い、基準該当介護予防支援の人員
及び運営の基準等を定めるためのものです。

議案１０８　鹿沼市堆肥化センター条例の一部改正
堆肥化センターで受け入れる家畜排せつ物を含水率７０パーセ
ント未満のものとするとともに、分担金の額を見直すための
ものです。

議案１０９　鹿沼市道路占用料条例の一部改正
道路法施行令の一部改正に伴い、国道の道路占用料に準じて、
市道の占用料の額を引き下げるためのものです。

議案１１０　鹿沼市市営住宅条例の一部改正
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の
支援に関する法律の一部改正に伴い、同法の経過措置によっ
て支援給付を受ける者について、これまでどおり市営住宅の
入居資格を有することとするほか、引用する同法の題名を改
めるためのものです。

市
道
路
線

議案９４　市道路線の認定
楡木町及び磯町における県営北赤塚１地区土地改良（区画整
理）事業に伴い、新たに築造された道路を市道と認定するため
のものです。

議案第９５　市道路線の廃止
楡木町及び磯町における県営北赤塚１地区土地改良（区画整
理）事業に伴い、道路形態のなくなった市道を廃止するための
ものです。

議案９６　市道路線の変更
磯町及び亀和田町における県営北赤塚１地区土地改良（区画整
理）事業に伴い、関係する市道の終点を変更するためのもので
す。

条
例
の
制
定

議案９７　鹿沼市いじめ再調査委員会条例の制定
いじめ防止対策推進法の施行に伴い、いじめによる重大事態
に係る教育委員会の調査結果について再調査を行なうため、
鹿沼市いじめ再調査委員会を設置するためのものです。（１３
ページをご覧ください。）

議案１００　鹿沼市一般職非常勤職員等の勤務条件に関
する条例の制定

一般職非常勤職員等の報酬、費用弁償の額、勤務時間その他の
勤務条件に関し、必要な事項を定めるためのものです。

議案１０２　鹿沼市いじめ問題対策連絡協議会条例の制
定

いじめ防止対策推進法の施行に伴い、いじめの防止等に関係
する機関及び団体の連携を図るため、鹿沼市いじめ問題対策
連絡協議会を設置するためのものです。
（１３ページをご覧ください。）

議案１０３　鹿沼市いじめ問題対策委員会条例の制定
いじめ防止対策推進法の施行に伴い、学校におけるいじめ防
止対策の審議及びいじめによる重大事態の調査を行なうため、
鹿沼市いじめ問題対策委員会を設置するためのものです。（１３
ページをご覧ください。）

議案１１１　鹿沼市消防長及び消防署長の資格を定める
条例の制定

消防組織法の一部改正に伴い、消防長及び消防署長の資格を
定めるためのものです。

人
事

議案１１２～１１６　人権擁護委員候補者の推薦
（１２ページをご覧ください。）



（１２）２０１５　１８５号

　

陳情の結果人　事
　本会議で人事が決まりました。

　　　人権擁護委員

関口　昌江（せきぐちまさえ・久野）

小太刀　良男（こだちよしお・下永野）

宇賀神　文惠（うがじんふみえ・下奈良部町）

山口　泰子（やまぐちたいこ・油田町）

吉井　和夫（よしいかずお・三幸町）

不採択

陳情第１号　　用途地域の見直しを求める陳情（継続）

定例会で審査した陳情の結果は次のとおりです。

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常

勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年で、

再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用

の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の

普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権

を擁護していく活動をしている。

葛用語解説「人権擁護委員」

平成２６年第４回

12月定例会の結果定例会で人事等が決まりました。

採　択

陳情第３号　　平成２７年度子ども・子育て支援新制度に

おける利用者負担（保育料案）に関する

陳情

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善処
を要望することです。
そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　A４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

▲堆肥化センターの臨時前処理場等を
整備します。

　歳入については、財政調整基金繰入金の増額を計上し、歳出については、堆肥化
センター管理運営費及び堆肥化センター整備事業費の増減額を計上したもので、補
正額を３,３００万円の増とし、予算総額を４２７億４,３７７万６千円としました。

～人情味あふれる絆のまち～

鹿沼市の予算を補正します。
■議案第８５号　専決処分事項の承認について（平成２６年度鹿沼市一般会

計補正予算（第３号））

　

　国や地方自治体、学校がいじめ防止に取り組む責務を定めた「いじめ防止対策推
進法」が平成２５年９月に施行されました。児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍
する学校に在籍している等、当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が
行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるもの
を含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているも
のを「いじめ」と定義し、学校にいじめがあった際の調査を義務付け、全国の小中
高校や特別支援学校には、いじめ対策の組織をつくるよう求められています。法律
の施行をうけて、上記の委員会、連絡協議会を設置するための条例が制定されまし
た。

～いじめ防止に取り組みます～

対策組織が設置されます。
■議案第９７号　 鹿沼市いじめ再調査委員会条例の制定について
■議案第１０２号　鹿沼市いじめ問題対策連絡協議会条例の制定について
■議案第１０３号　鹿沼市いじめ問題対策委員会条例の制定について

▲４月から「粟野小学校」になります。

　１月８日から、新しい粟野第１小学校の校舎の供用が開始になり、木の香りいっ
ぱいの校舎で子どもたちが学んでいます。鹿沼市では県内市町に先駆けて「鹿沼市
公共施設木造・木質化基本方針」を策定し、地場産材を活用した「木のまち鹿沼」
に相応しい建築物の整備を行っています。こうした取り組みが評価されて本年度の
「木づかい運動」顕彰の木づかい運動推進部門で、最高賞の農林水産大臣感謝状を
受賞しました。
　４月からは校名も「粟野小学校」に変更になり、新たな地域のシンボルとしてス
タートを切ることになります。

～学校名が変わります～

鹿沼市立粟野小学校に変更になります。
■議案第１０１号　鹿沼市立学校の設置に関する条例の一部改正について

　歳入については、地方交付税、国県支出金、繰入金等の増減額を計上し、歳出に
ついては、財政調整基金積立金、臨時福祉給付金給付事業費、堆肥化センター管理
運営費の増減額を計上したもので、補正額を３億１,８７２万円の増とし、予算総額を
４３０億６,２４９万６千円とするものです。

■議案第８６号　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算（第４号）について
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平成２６年

常任委員会の行政視察

　加西市では、ここ数年の人口減少傾向が加速している状況を憂慮し、「５万人都市
再生」というスローガンを市の組織に明確に表現するため、「人口増政策課」が設
置されています。また、副市長を本部長とし、各所属長を構成員とする「人口増対
策本部会議」、課長以下２５名の職員で構成する「人口増対策プロジェクトチーム」
が設置されています。人口増対策は、子育て、住宅、雇用等問題が多岐にわたり、
施策を展開するには関係部署間の連携が重要となります。加西市では、職員の減少、
市民ニーズの多様化等直面する課題に対し、関係部署間の連携を強化することに
よって克服しようとしています。組織の中に「人口増政策課」を位置づけているよ
うに、施策事業の目的を明確にし、分かりやすい行政手法で展開しており、鹿沼市
としても大いに参考にすべきと共感しました。
　総社市が掲げる「子育て王国そうじゃ」とは特定の政策や事業を称しているもの
ではありません。まち全体で子育てを支えるという理念を表し、政策の優先順位の
決定は、子どもが最優先になります。また、「子育て王国」を称することが、市役
所全体が施策に取り組む際の矜持となり、自らプレッシャーを与える効果を生んで
います。「子育て王国そうじゃ」とは、子ども条例、子育て王国そうじゃまちづく
り実行委員会、県大そうじゃ子育てカレッジ、小児医療費適正化など子育て支援に
関する総社市独自の政策を網羅したもので、行政だけでなく市民、企業、大学、Ｎ
ＰＯなど様々な主体が協働し、社会全体で子育て支援を行う取組みです。子育て世
代に選ばれ、住み続けたいと実感してもらえることは、自治体財政、まちの活性化、
世代の持続性を考えると、とても重要なことです。その世代に積極的にアピールし
ていく総社市の取り組みは大変参考になりました。

総務常任委員会行政視察
○１０月１日　兵庫県　 加  西 市　「人口対策の取り組みについて」

か さい

○１０月２日　岡山県　 総  社 市　「子育て王国まちづくり事業について」
そう じゃ

　都城市は、宮崎市と鹿児島市という消費地の中間に位置しています。公設卸売市場経
営はとても厳しく、かつては市場存続の危機もあったと伺いました。しかし、卸売業者５社
を中心に平成２２年４月に（株）都城公設卸売市場を設立し、同年より指定管理者となり市
場の運営に取り組んでいます。指定管理者制度導入により、市場管理運営費にあたる指
定管理料は受けず、市場使用料、手数料で運営できるまでに経営が改善されています。ま
ず、市場使用料を一律２０％引き下げ、利用者の拡大を図り、一部施設を一般消費者向け
に「市場の駅」として開放し、知名度アップに努めてきました。将来的には民間レベルの場
外流通に対抗していくため、市場の民営化も視野に入れつつ経営基盤の更なる強化を
図っていきたいとのことでした。
　霧島市は鹿沼市同様、森林資源に恵まれ、木材産業は地域の基幹産業となっており、
「霧島市バイオマスタウン構想」を策定し、地域活性化と資源循環型社会をめざしていま
す。バイオマスタウンとは、バイオマスの発生から利用まで最適なプロセスで結ぶ総合的
な利活用システムが構築された地域、またはこれから行われることが見込まれる地域のこ
とです。「霧島市バイオマスタウン構想」は①生ごみ等の堆肥化、肥料化及び飼料化②廃
棄物系バイオマスのバイオガス化③廃食用油のバイオディーゼル燃料化④林地残材の
燃料化及び飼料化⑤竹の収集体制の構築と利活用、５つの事業の推進から構成されて
おり、特に④を推進するため建設費１６億円をかけてプラントを建設していました。このプラ
ントの稼働により今まで林地残材利用率が０％でしたが、２６％まで押し上げる効果が期
待されています。鹿沼市でも、採算性が向上しないため林業を取り巻く環境は悪化してい
ますが、木質バイオマス燃料製造という新たな林地残材や間伐材の利活用により山林の
保全、経営の安定化が図れるのではと大変興味深く視察しました。

環境経済常任委員会行政視察
○１１月１０日　宮崎県　 都城 市　「公設地方卸売市場について」

みやこのじょう

○１１月１１日　鹿児島県　 霧  島 市　「霧島市バイオマスタウン構想について」
きり しま
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　豊後高田市は江戸時代以前から教育に熱心な地域で、１５７３年には九州最古の寺子屋
が設立され、私塾「涵養舎」は江戸～明治期には多くの優れた人材を輩出しています。豊
後高田市の「学びの２１世紀塾」はこのような文化的土壌の上に展開されている事業です。
平成１４年に完全学校週５日制が始まり、学習内容の大幅削減など「ゆとり教育」が導入さ
れ保護者や学校関係者から土曜日の過ごし方についての不安が寄せられるようになりまし
た。そこで経験豊かな地域のボランティアが講師を務める、土曜日の無料の塾「学びの２１
世紀塾」がスタートしました。その後、児童生徒のニーズに合わせて、体験活動、スポーツ
活動と事業は広がっていきました。豊後高田市は、かけがえのない２１世紀の財産である児
童・生徒を中心にすえた「教育のまちづくり」を推進しています。地域全体で教育を支え、優
れた人材を育てることは、子ども達のふるさとへの思いを育むことに繋がります。２０年後、
３０年後のふるさとを支える人材育成に焦点を当てて、まちづくりを行う豊後高田市の取り
組みは大変参考になりました。
　大分市の「大分市健康推進地域活動事業」は、市政の重要課題である「市民の健康づ
くり」を推進するため「健康推進員」を各自治区に配置し、市民が主体となって様々な健康
づくりに取り組むものです。健康推進員は、研修会や交流会の開催、健診会場での案内、
サポート活動を通じて、行政と地域住民、自治会、民生委員児童委員等と連携し地域に
健康をキーワードにした繋がりを生み出しています。その効果は特定健診受診率の大幅な
伸びに表れています。近年、高齢化が進行し、生活習慣病が問題となっているため、市民
一人ひとりが健康的な生活習慣を身につけ、これを支援する環境づくりが求められていま
す。生活習慣病を予防し、健康寿命を伸ばすことは、医療費の削減にも効果がありますの
で、大分市のように地域に重点をおいた健康増進施策の必要性を強く感じました。

文教民生常任委員会行政視察
○１１月１７日　大分県　 豊  後  高  田 市　「学びの２１世紀塾について」

ぶん ご たか だ

○１１月１８日　大分県　 大  分 市　「健康推進員地域活動事業について」
おお いた

　一宮市は、海抜が３～１６メートルの極めて平坦な都市で、たびたび水害に見舞われてきました。
そのため治水対策は行政の最優先課題で、農業用水路も含めた水路及び河川に関するハード、ソ
フト両面からの総合的な対策が行われています。治水対策は莫大な費用を要することから、浸水被害
が頻発している地域を重点地区に設定し、①河川等の対策②流域対策③浸水被害軽減対策の３
つの対策を行っています。①については、河川、水路の改修、雨水の下水管渠、ポンプ場の整備を
今後３０年をかけて行うとのことです。②については、学校のグラウンド、公園等に貯留施設を整備し
たり、公共施設への浸透性舗装、浸透桝の設置を進めています。③については遠隔監視システムに
より雨量、河川の水位をリアルタイムに捉えることのできる「河川等水位監視システム」を整備してい
ます。一宮市の地理的条件は鹿沼市とは相当異なりますが、洪水水害から身を守るのは官民協働の
総合的な治水対策であると学びました。視察も他常任委員会の分野に及ぶ内容になり、そのことから
も関係部署が連携を更に密にし対策を講じることを望みます。
　静岡市は、平成１７年に政令市となったことによる橋梁管理の増と地理的条件により約２，６００の橋
梁を管理しています。その多くが高度経済成長期に架けられ、耐震性や経年劣化が課題となってい
ます。そこで、平成１９年度に主要橋梁１８０橋について長寿命化計画を、平成２３年度に「静岡市土木
構造物健全化計画」を策定し補修、更新時期が集中しないように橋梁を長寿命化し、予算を分散
（平準化）する取り組みを進めています。長寿命化を図らずに更新した場合と比較すると今後５０年間
で約６００億円のコスト縮減効果があると試算しています。しかし、年間約７億５千万円の修繕費、約
２億円の点検費用の予算確保と、点検に必要な知識と技能をもつ職員の育成が大きな課題となっ
ています。鹿沼市でも橋梁の老朽化は静岡市同様の状況にあり、対策は急務であると考えます。今
後、新規インフラの整備から既存インフラの維持修繕にその軸足が移されることを想定し、財源の確
保、点検体制の確立に取り組まなくてはなりませんが、その際、参考にすべき点が多いと感じました。

建設水道常任委員会行政視察
○１１月１７日　愛知県　 一宮 市　「一宮市総合治水計画について」

いちのみや

○１１月１８日　静岡県　 静  岡 市　「橋りょうの耐震化及び長寿命化対策について」
しず おか

平成２６年

常任委員会の行政視察



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.4円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

給食試食会を開催しました。
　１２月１９日、学校給食試食会を開催しま
した。近年、学校給食、食育に関する一
般質問等が増えてきたことから、「実際
に食べてみよう」ということで学校給食
共同調理場のご協力をいただき実現しま
した。当日のメニューは、小学生用の
「さつきランチ」。栄養バランス、カロ
リーだけではなく、子どもたちの嗜好ま
で、よく考えられた献立で、地元の食材
を多く使用した地産地消の人気メニュー
です。
　当日は、調理場担当者から、共同調理
場の取り組みの状況等の説明を受け、出
席した議員からも多くの質問がでました。
鹿沼市の将来を担う子どもたちがどんな
給食を食べているのか、実際に味わって
みることで給食への理解がさらに深まり
ました。市民の皆さまからの「給食に関
するご意見」も、ぜひ議員にお寄せくだ
さい。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　 臨時会を開催しました。
　２月１２日に平成２７年第１回鹿沼市議会
臨時会を開催し、議員案を可決しました。

○鹿沼市議会議員の議員定数が２６人から
２４人に改められます。（平成２７年９月１９
日任期満了に伴い行われる鹿沼市議会議
員の一般選挙から施行）
○政務活動費が議員１人当たり月額
２８,０００円から２５,０００円に改められます。
（平成２７年４月１日から施行）

※次号の「あなたと議会」で詳細をお知
らせします。

2/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

2月
月 火 水 木 金 土 日

3月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

13：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
　早春の鹿沼市花木センターは梅の香り
につつまれています。ゆるやかな遊歩道
をのんびり散歩したり、お弁当を食べた
り…。園芸イベントと併せてぜひ「梅林
園」で春の訪れを感じてみてください。


